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墨象・西耐俊山

重信房子さんを支える公(関西)公報    5号
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麟 後調 表紙の絵は墨象作家・西村俊山さんが重信さんの短歌を墨象作品として表

現してくださいました。原画は大きなカラー作品で、『重信房子歌集』から選んで、 7

作、作つていただきました。西村さんは、ユニークで大月旦な、墨象表現で知られ、ふす

まから、浴衣、掛け軸、照明器具、封筒や、ハンカチ、その他、小物に到るまで、あり

とあらゆる対象に作品を描いておられます。詳しくはホームページをごらんください。

h甲甲■・next.∞ Jp1/“縄文百姓"大森昌也さんは、前号で『キューバ訪問記』を寄

せてくださつた、あいちゃん、れいちやんのお父さんです。現在、「あ―す農場」を主

宰しておられますが、その昔、共産主義者同盟 (プント)の活動家として、革命運動に

身を捧げる青年でありました6『自給自足の山里から』を、『MK新聞』から転載させて

いただくに際し、若い頃を回想、革命運動から農業への転機を語つていただきました。

/『重信メイ インタビュー』(2)、 お待たせしました。前号、4号にお載せできなか

つたこと、お詫びいたします。次号までの連載です。お楽しみいただきたいと思います。

/『訪問記』の平良さん。御自身書いてくださつてるように、背骨にボルトが入つたお

体で、京都から東京まで、重信さんの面会にずうっと通つてくださつています。お体に

十分気をつけられて、これからもよろしくお願いします。/、 東浦さん、清山さん、波

女さん、短歌コーナーヘの初投稿ありがとうございます。「二人に続け」と、どんどん

投稿をお待ちしております。。/図書新聞 (2885号～2886号)に、重信房子さんへの

インタビュー記事「全共間の魂はアラプを駆け巡つた」が掲載されました。聞き手は、

「さわさわ」前号掲載「短歌を語るJで、重信さんの短歌の評をしていただいた、、4ヽ

嵐九人郎さんで、お二人の気合が、丁々発止と響き渡るような紙面で、読んで興奮しま

した。「獄中に九条語り笑む人の日本を愛する思いの深さ」 まとめて買つていますの

で、お入用の方は、編集局までご連絡ください。/次号第 6号は、12月刊行の予定で

す。重信さんへのお便り、投稿、お待ちしています。 (森本)

販価は 1冊 300円です。なるべく年間購読をお願いします。送料込みで、年会費は 2∝Ю円です。

(郵便振替口座 00920-2-169764 さわさわの会)

連絡先一〒635-0061大 和高田市磯野東町 3-27 森本忠紀

IIbИhx 0745-22-4002 mail:匈 叩 油 甲 田 @ba.bigbL.nem


